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令
和
六
年
度
定
時
総
会
が
六
月
七
日

（金
）
多
摩
区
役
所
十
一
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
多
摩
警
察
署
佐
藤
生
活
安

全
課
長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。
最

初
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
多
摩
防
犯

協
会
末
吉
会
長
よ
り
、
「昨
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
が
五
類
に
変
更
に
な
り
、
地
域
活

動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
防
犯

協
会
で
も
し
ば
ら
く
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
研
修
会
を
神
奈
川
県
警
本
部
の

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
永
き
に
わ
た
り
地
域
の

防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
・
団
体

の
方
々
に
防
犯
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

菅
署
長
か
ら
感
謝
状
が
、
末
吉
会
長
か

ら
記
念
品
が
贈
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

防
犯
指
導
員
の
金
子
さ
ん
に
、
神
奈
川

県
警
本
部
長
褒
章
が
菅
署
長
か
ら
記
念

品
と
と
も
に
贈
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
続
き
、
菅
健
司
多
摩
警
察

署
長
と
前
田
明
信
多
摩
区
副
区
長
か
ら

来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
議
事
に
は
い
り

ま
し
た
。

議
長
に
は
、
飯
室
谷
町
会
の
加
藤
寛

之
会
長
が
選
任
さ
れ
会
員
三
百
五
十
名

中
、
出
席
七
十
九
名
、
委
任
状
百
二
十

三
名
、
合
計
二
百
二
名
で
総
会
が
成
立

多
摩
防
犯
協
会
　
遠
藤
　
悟

し
て
い
る
旨
の
宣
言
の
あ
と
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
「令
和
五
年
度
事
業
報
告

」

「令
和
五
年
度
決
算
報
告

」
「令
和
五
年

度
監
査
報
告

」
が
な
さ
れ
、　
一
括
審
議

の
う
え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
「令
和
六
年
度
事
業
計
画

（案
）」
「令
和
六
年
度
予
算

（案
）」
が

一
括
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
改
選
時
期
で
、
加
藤

推
薦
委
員
長
か
ら
令
和
六
・
七
年
度
の

役
員
候
補
者

（案
）
が
提
案
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
日
の
総
会
を
最
後
に
退
任
さ
れ
る

役
員
に
対
し
て
、
末
吉
会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
佐
藤
生
活
安
全
課
長

か
ら
、
多
摩
区
内
の
犯
罪
発
生
状
況
の
講

演
の
あ
と
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

井
田
　
雅
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令
和
五
年
度
多
摩
防
犯
協
会
指
導
者
研

修
会
、
懇
親
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
五
類

に
移
行
さ
れ
久
し
ぶ
り
に
令
和
六
年
二
月

十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
来
賓
と
し
て
交
通
安
全
協
会
原

田
弘
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
防
犯
協

会
役
員
を
含
め
計
十
四
名
が
箱
根
水
明
荘

に
集
い
ま
し
た
。

研
修
会
に
お
い
て
千
葉
生
活
安
全
課
長

に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
振
り
込
め
詐
欺
の

発
生
、
多
摩
区
内
の
犯
罪
の
発
生
状
況
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
多
摩
区
内
に
お
け
る
犯
罪

の
発
生
件
数
で
、
抜
粋
し
て
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
振
り
込
め
詐
欺
等
の
特

殊
詐
欺
が
令
和
五
年
は
三
十
四
件
の
発
生

で
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
三
十
二
件
、
件
数

こ
そ
減
少
し
ま
し
た
が
未
だ
安
心
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
区
内
で
急
増
し
て
い
る
犯
罪
が

自
転
車
盗
で
、
令
和
五
年
中
は
三
百
三
十

一件
の
発
生
、
前
年
同
期
比
九
十
四
件
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
発
生
は
、
県
下
も
同
様
に
依
然

と
し
て
多
数
の
特
殊
詐
欺
事
件
が
発
生

し
、
ま
た
、
我
々
の
身
近
な
犯
罪
の
自
転

車
盗
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。多

摩
防
犯
協
会
、
多
摩
警
察
署
、
関
係

諸
団
体
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課

多
摩
防
犯
協
会
　
監
事
　
浅
谷
　
登
志
雄

題
を
共
有
で
き
た
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
私
た
ち
は
、多
摩
区
内
の
安
全
、

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、　
一
丸
と

な
っ
て
取
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
こ

|
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令
和
六
年
三
月
三
日

（日
）

会
場
下
布
田
小
学
校

地
域
の
交
流
と
青
少
年
の
健
全
・育
成

を
目
的
に
、
少
年
サ
ッ
カ
Ｉ
Ｕ
１
１２
大
会

が
晴
天
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
大
勢
の
父
兄
の
声
援

を
受
け
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
頑
張
り
ま
し
た
。
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稲
目
町
会
　
会
長
　
森
　
一美

一
、
令
和
五
年
度
活
動
内
容
の
検
討

ｍ
　
町
会
内
の
防
犯
意
識
が
高
い
の
で
再
度
、

各
世
帯
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
様
に

注
意
喚
起
す
る
。

町
会
と
し
て
防
犯
意
識
を
高
め
、
活
動

を
利
用
。協
力
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
。

②
　
各
世
帯
で
来
訪
者
の
確
認
を
徹
底
す
る
。

イ
ン
タ

ー
ホ
ン
で
の
確
認
を
徹
底
し
、

不
審
者
の
訪
間
に
は
ド
ア
を
開
け
な
い
。

家
の
周
り
に
隠
れ
る
場
所
を
作
ら
な
い
、

片
づ
け
を
推
進
。

外
か
ら
留
守
と
分
か
る
よ
う
な
環
境
を
作

ら
な
い
。

０
　
町
会
の
連
絡
網
の
活
用
、
回
覧
や
掲
示

な
ど
を
利
用
し
不
審
者
、
不
審
車
両
な
ど

の
情
報
を
共
有
で
き
る
環
境
づ
く
り
推
進
。

二
、
町
会
員
へ
の
周
知
徹
底
　
前
年
度
同
様

田
　
町
会
員
各
自
が
防
犯
意
識
を
高
め
、
不

審
者
や
不
審
な
車
、
ま
た
、
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
回
覧
板
、

掲
示
板
を
使
い
町
会
と
し
て
情
報
を
共
有

す
る
。

②

子
供
会
が
イ
ベ
ン
ト
時
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
同
時
に
行
２ヽ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
芋
ほ
り
、
年
末
年
始
な
ど

０
　
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
方
に
依
頼
し
不

審
者
・不
審
車
両
等
を
発
見
し
た
場
合
は
、

情
報
提
供
し
て
も
ら
い
、
回
覧
板
、
掲
示

板
を
使
い
町
会
と
し
て
情
報
を
共
有
す
る
。

三
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施

○
令
和
五
年
十
月
二
十
九
日
０
午
前
十
一時

か
ら
十
二
時
ま
で
、
子
供
会
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

に
合
わ
せ
て
町
会
内
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル

を
実
施
し
た
。

○
令
和
五
年
十
一月
十
三
日
日
午
前
十
時
か

ら
十
二
時
ま
で
、
芋
ほ
り
大
会
に
合
わ
せ

て
、
町
会
内
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施

し
た
。

〇
年
度
事
業
の
、
年
末
年
始
防
犯
パ
ト
ロ

ー

ル
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。

多
摩
新
町
自
治
会
　
会
長
　
石
橋
　
博

夏
季
・冬
季
休
み
を
除
く
　
毎
週
金
曜
日

稲
田
小
学
校
下
校
時
の
防
犯
パ
ト
□

―
ル

ー３

¨
００
～
‐６

¨
００

十
二
月
二
十
九
・
三
十
日
に
年
末
夜
警

と
合
わ
せ
て
三
十
日
に
日
中
の
パ
ト
ロ

ー

ル
を
し
ま
し
た
。
ご
み
を
遅
れ
て
出
し
て

い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
も
兼
ね
て
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
六
月
十
九
日

（水
）
に

『日

本
料
理
柏
屋
』
に
お
い
て
多
摩
警
察
署
に

関
わ
り
の
あ
る
多
摩
区
の
多
く
の
諸
団
体

と
多
摩
警
察
署
内
の
各
部
署
の
幹
部
の
署

員
の
多
く
の
出
席
を
得
て
歓
送
迎
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
は
一
、
カ
リ
タ

ス
刺
傷
事
件

。
二
、
台
風
被
害
等
・
三
、

コ
ロ
ナ
の
発
生
等
で
催
事
が
出
来
な
い
期

間
で
し
た
。

よ
う
や
く
待
ち
に
待
っ
た
歓
送
迎
会
で

す
。
多
摩
区
暴
力
団
等
排
除
協
議
会
星
川

会
長
の
総
合
司
会
に
よ
り
、
多
摩
交
通
安

全
協
会
原
田
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
歓

送
迎
会
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

又
花
束
贈
呈
・乾
杯
の
発
声
に
つ
い
て

も
関
係
団
体
の
方
が
担
つ
て
く
れ
ま
し

た
こ発

起
人
代
表
あ
い
さ
つ
は
、
多
摩
防
犯

協
会
末
吉
会
長
が
行
い
、
冒
頭
に
本
日
主

賓
の
植
松
宏
文
前
署
長
が
仕
事
の
都
合
で

出
席
で
き
な
い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。植

松
前
署
長
は
着
任
令
和
四
年
九
月
で

退
任
令
和
六
年
三
月
十
九
日
約
二
年
近
く

多
摩
区
の
安
全
に
全
力
を
尽
く
し
て
活
躍

さ
れ
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
こさ

て
本
日
の
主
賓
の
菅
健
司
新
署
長
よ

り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
次
の
よ
う
な

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

多
摩
防
犯
協
会
　
常
任
理
事
　
井
上
　
倍

生
ま
れ
は
青
森
県
で
警
官
に
あ
こ
が
れ

た
の
は
青
春
時
代
に
流
行
し
た
刑
事

。警

察
等
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
刺
激
を
受

け
、
現
在
も
気
持
ち
に
変
わ
り
な
く
各
署

で
の
仕
事
は
主
に

「反
社
会
勢
力
」
と
、

一
般
の
目
に
ふ
れ
な
い

「暗
の
世
界

」
で

の
犯
罪
を
取
締
る
こ
と
に
専
念
し
て
き

た
。
そ
し
て
多
摩
区
の
為
に
力
に
な
る
と

期
待
し
つ
つ
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
い
多

摩
区
に
し
て
い
こ
う
と
確
認
し
合
い
、
多

摩
安
全
運
転
管
理
者
会
小
島
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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醽隀豸蹀辐?辐銷

邛? 貒蹩
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邶誈裀酓觛? 觛銷

趲鎡? 釥

陨铆辭鑎觛

蹒陻? 隃鞢蹱

本
年
三
月
の
人
事
異
動
で
、
多
摩
警
察

署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
菅
と
申
し
ま
す
二

多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
自
主

防
犯
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
深
く
御
理

解
い
た
だ
き
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
や
防
犯

情
報
の
発
信
な
ど
様
々
な
活
動
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
多
摩
警
察
署
管
内
の
犯
罪
情
勢

で
す
が
、
特
殊
詐
欺
が
大
幅
に
増
加
し
、

大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

詐
欺
の
手
日
と
し
て
は
、
家
族
を
装
い
、

「会
社
の
小
切
手
が
入
っ
た
鞄
を
無
く
し
た
。

取
引
の
た
め
に
今
す
ぐ
お
金
が
必
要
。」
な

ど
と
言
っ
て
現
金
を
師
し
取
る
手
口
や
、
警

察
、
銀
行
協
会
等
を
装
い
「あ
な
た
の
回
座

が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。」
「今
す
ぐ

一

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
の
交
換
が
必
要
。」
な
　
・

ど
と
言
つ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
等
を
編

し
取
る
手
口
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

犯
人
は
、
「自
宅
の
タ
ン
ス
預
金
」
や

一

「キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の
カ

ー
ド
類
」
を
　
一

狙
っ
て
い
ま
す
。
「タ
ン
ス
預
金
は
金
融
機

関
に
預
け
る
。」
「キ
ャ
ッ
シ
ュ

ヵ
ｌ
ド
等

は
誰
に
も
渡
さ
な
い
。」
と
い
う
二
点
に
つ

い
て
、
地
域
の
方
々
に
広
く
周
知
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

多
摩
警
察
署
に
お
い
て
は
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
警
察
活
動
に
対
す
る
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
副
署
長
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
佐
藤
健
二
と
い
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
前

任
地
は
警
察
本
部
の
警
備
課
と
い
う
部
署

で
、
関
東
管
区
機
動
隊
の
連
隊
副
官
を
努

め
て
お
り
ま
し
た
＾
皆
様
に
は
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
役
職
で
あ
り
ま
す
が
、
関
東

各
県
に
配
置
さ
れ
る
機
動
隊
を
統
括
す
る

連
隊
本
部
で
、
各
種
訓
練
と
派
遣
調
整
に

携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
主

に
警
備
部
門
を
担
当
し
、
特
に
一
昨
年
、

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
安
陪
元
総
理
暗
殺
事

件
で
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

「要
人
警

護
」
を
長
く
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

仕
事
を
進
め
る
上
で
の
モ
ッ
ト

ー
は
「危

機
管
理
」
で
す
。
長
い
警
備
分
野
で
培
わ

れ
た
も
の
な
の
で
す
が
、
日
頃
の
準
備
を

悲
観
的
に
進
め
て
本
番
は
楽
観
的
に
決
行

す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
す
べ
て
の

分
野
に
共
通
す
る
仕
事
の
流
儀
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

趣
味
は
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
で
、
学
生
時
代

は
も
と
よ
り
、
最
近
ま
で
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー

な
ら
ぬ
パ
パ
さ
ん
バ
レ

ー
で
汗
を
流
し
て

ま
し
た
。
団
体
競
技
は
、
人
と
の
交
流
に

よ
り
自
ら
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
最
高
の

余
暇
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
で
鍛
え
た
身
体
と
仕
事

の
流
儀
で
、
多
摩
区
民
の
安
全
安
心
を
実

現
さ
せ
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、
多
摩

警
察
署
員
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

春
の
人
事
異
動
で
多
摩
警
察
署
生
活
安

全
課
長
に
着
任
し
た
佐
藤
と
申
し
ま
す
〓

多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
多
摩
警
察
署
に
お
け
る
各
種
防
犯
活
動

に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
〓

私
は
秋
田
県
出
身
で
、
現
在
は
妻
、
子

供
二
人
と
と
も
に
秦
野
市
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
地
元
秋
田
を
飛
び
出
し
、

神
奈
川
の
地
で
警
察
官
人
生
を
ス
タ

ー
ト

さ
せ
た
訳
で
す
が
、
そ
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ

た
の
が
、
川
崎
市
内
に
所
在
す
る
中
原
警

察
署
で
し
た
。

当
時
は
独
身
で
、
中
原
区
内
の
寮
に
居

住
し
て
い
た
の
で
す
が
、
非
番
、
週
体
は
、

同
期
と
と
も
に
、
川
崎
市
内
の
色
々
な
場

所
に
出
掛
け
た
思
い
出
が
あ
り
、
川
崎
市

に
対
し
て
は
本
当
に
思
い
入
れ
が
あ
り
ま

す
。そ

ん
な
地
で
、
生
活
安
全
課
長
と
し
て

勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
生
活
安
全
課
長
と
し
て
、
地

域
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
邁
進
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
各
種
防
犯
活
動
に
対

す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

に́
。こ

の
た
び
防
犯
少
年
係
防
犯
担
当
と
な

り
ま
し
た
、
山
本
麻
里
子
と
申
し
ま
す
。

多
摩
警
察
署
に
は
昨
年
の
秋
異
動
で
参

り
、
風
俗
営
業
や
猟
銃
許
可
等
を
取
り
扱

う
許
可
事
務
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
春
か
ら
一
般
防
犯
担
当
と
な
り

ま
し
た
。

出
身
は
神
奈
川
県
横
浜
市
で
、
現
在
は

愛
猫
と
二
人
暮
ら
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
経
歴
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
横
浜
、

県
央
、
湘
南
地
区
勤
務
が
多
く
、
川
崎
地

区
は
今
回
二
署
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

趣
味
は
、
ド
ラ
イ
ブ
と
断
捨
離
で
す
。

，

多
摩
区
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
へ
の
ア

一
ク
セ
ス
が
良
好
で
、
よ
み
う
リ
ラ
ン
ド
や

藤
子
・Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
あ
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
勤
務
し
て
み
て
、
公
園
も
多
く
緑

豊
か
な
素
敵
な
街
だ
な
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
多
摩
区
で
仕
事
が
で

き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
防
犯
協
会
の
皆
様
と
と
も
に
、

多
摩
区
民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

笑
顔
が
絶
え
な
い
多
摩
区
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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